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京都大学臨界集合体（KUCA）の加速器駆動未臨界炉体系において、核破砕中性子源による Y∞の増加と

Multiplicity の観測を目的とした Feynman-α解析を実施した。陽子ビーム強度の不安定性の影響が観察され

たが、この影響を線形近似で考慮することにより Y∞の増加が確認され、核破砕反応の放出中性子の

Multiplicity を定量的に評価することができた。 
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1. 緒言 

 Feynman-α法の加速器駆動システム（ADS）への適用では、核破砕反応で放出される多量の中性子を中性

子源とするため、飽和相関振幅 Y∞は Am-Be 中性子源の場合と比較して増大することが理論的に示されて

いる。 [1] 本研究では実験的に Y∞の増大を確認し、核破砕反応当たりの中性子放出数の決定を試みた。 

2. 実験方法  

 京都大学臨界集合体（KUCA）の A 架台に構築された ADS 模擬体系に BF3計数管を設置し、Am-Be 定常

中性子源及び核破砕パルス中性子源駆動下での時系列データを幾つかの未臨界度の異なる体系で30分間取

得し、Feynman-α法による炉雑音解析から Y∞を算出した。なお、核破砕パルス中性子源駆動下における

Feynman-α解析では、パルス打ち込み周期（50msec）の整数倍のゲート時間上での Y 値を対象とした。 

3. 結果        

図１,２に Am-Be 中性子源駆動下と核破砕中性子源駆動下における Feynman-α解析結果を示す。陽子ビー

ム強度が不安定であったため、核破砕中性子源駆動下では解析対象の Y 値がゲート時間に比例して増大し

た。この影響を線形近似で考慮して得られた Y∞は、Am-Be 中性子源駆動下で得られた値に比べ増加して

いることを確認した。このY∞の増加から算出した核破砕反応当たりの中性子放出数は 30～70個となった。

今後、大口径計数管使用と陽子ビーム強度の安定化による実験精度向上が課題である。 
 

       

図１：Am-Be 中性子源駆動下の解析結果      図２：核破砕中性子源駆動下の解析結果 
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